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文
化
財
は
、
長
い
歴
史
の

中
で
生
ま
れ
、
育
ま
れ
、
今

日
の
世
代
に
守
り
伝
え
ら
れ

て
き
た
貴
重
な
財
産
で
す
。

こ
れ
は
、
歴
史
や
文
化
等
の

正
し
い
理
解
の
た
め
に
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ

る
と
同
時
に
、
将
来
の
文
化

向
上
発
展
の
基
礎
を
な
す
も

の
で
す
。

飯
舘
村
に
も
、
昔
か
ら
大

切
に
守
ら
れ
て
き
た
財
産
が

多
く
存
在
し
、
特
に
貴
重
な

も
の
に
つ
い
て
は
、
村
の
指

定
文
化
財
と
し
て
将
来
に
わ

た
り
大
切
に
保
存
し
て
い
く

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

村
内
に
13
の
保
存
会
が
あ
る

田
植
踊
り
に
つ
い
て
は
、
県

の
指
定
文
化
財
と
な
っ
て
い

ま
す
。

今
回
は
、
村
の
指
定
文
化

財
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

▲条痕文尖底土器

▲写真は飯樋町の田植え踊り

▲比曽の三匹獅子舞

平
成
15
年
度
に
、
新
た
に

「
二
枚
橋
の
水
ば
し
ょ
う
」
と

「
笠
石
遺
跡
」
の
２
つ
が
村

の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し

た
。現

地
に
は
、
説
明
を
書
い

た
看
板
が
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

�
毎
年
４
月
に
花
が
咲
く
水
ば
し
ょ
う

�
笠
石
遺
跡
発
掘
の
よ
う
す
（
平
成
12
年
）

笠石遺跡は、平成12年度と13年度の２年をかけて発掘調査をした。
発掘された石器や土器、遺構により、旧石器時代から平安時代の複合
遺跡と確認された。奈良時代、平安時代の土器や遺構が村内で発見さ
れたのは初めてで、新たな村の歴史が生まれた。特に、役所跡のような
建物跡の遺構も確認され、村にとっては貴重な遺跡である。

二枚橋の水ばしょうは、所有者の佐藤正一さんが長年にわたり植栽、株分
け等の手入れを行い、10㌃程度の面積に群生している。
水ばしょうは、サトイモ科に属し、本州中部以北の湿原に自生する。
村内には、村指定文化財の「比曽の水ばしょう」があるが、他地区にはこ
のように群生しているところは無い。


